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現代は変化の時代だ。毎日のように新しい企画が発表される。

ニュースに目を通すのが楽しみだという読者諸兄も多いと思う。し

かし、華やかな報道発表の陰には失敗プロジェクトが累々と重な

っている。今こそ「目利き」が必要とされる時代なのだ。

【半年経っても変化がなければ×】

いかなる業界通でも、新規のプロジェクトについて瞬間に判断

をすることは困難だろう。社会現象に対しても「不確定性原理」

が成り立つから、どんな対象を観察するにせよ、ある程度の時間

が必要である。

ただし十分な時間をかければ、ほとんど素人でもプロジェクト

の成否を占うことができる。筆者の経験では、たとえば半年経っ

て何の進展もなければその話はダメである。何も半年間、ずっと

継続的に観察を続ける必要はない。最初に話を聞いた時と半年後

の2点で比較すればよいのだから、あまり手数はかからない。

【推進する人間が明快ならば○】

プロジェクトを推進するためには組織も資金も必要である。し

かし本質的に推進するのは、何といっても人間である。立派な会

社が遂行したのに失敗したプロジェクトや大量の資金を投入した

のに頓挫した計画は枚挙にいとまがない。それに対して、人の顔

が見えないようなプロジェクトが成功したというのは聞いたためし

がない。

成功したプロジェクトには必ず立役者と呼ぶべき人物がいるの

であって、「なんとなく皆でやったらうまくいきました」という場合

でも、内情を調べると中心人物がいる。そういう人は何時でも仕

事のことを考えているし、いわば自然に仕事をしてしまうというタ

イプなので、割合簡単に識別できる。

どうして人間が推進しなければダメかというと、プロジェクトと

いうのは放置すれば簡単に止まってしまうからだ。新規のプロジェ

クトというのは社会的に何らかの新しい変化をもたらす。ところ

が、人類社会は実に安定した構造を保つようにできているから、

すべての変化には自動的にブレーキがかかる。その原因を1つずつ

はずしていくのは人力でないとできない。

【失敗の原因は「つまらない」ところにある】

筆者も幾多の失敗プロジェクトに関与してきたが、多くの場合

に失敗は本質的ではないところに起因する。たとえば、新方式の

コンピュータを設計して実際に組み立ててみると、肝心の中央演

算装置は快調なのに電源が不安定になる、あるいは信号のノイズ

がどうしても除去できないなど。時にはコネクターのところで接触

不良が起こることもある。こういう場合には、力が抜けてしまう

ことがある。

社会的な原因で前へ進めない場合もある。実験室の終夜送電

が認められないビルがある。大御所の先生から「何の役にも立た

ない」と言われて資金が確保できない場合には恨みが残りそうで

ある。おっと修行が足りない。

もっとも用心すべき肝心な要因は人間である。メンバーが病気

になるか、あるいは米国では競争相手に引き抜かれる場合がある。

いずれにしても、中心人物は健康に留意し、特に米国においては

無用の裁判に巻き込まれないように用心したほうがよい。

【失敗を祝うくらいの余裕が大切】

学習理論によると、人間は成功に学ぶだけでは不充分であり、

成長するためには失敗の事例に遭遇しなればならない。たとえば

児童が引き算の学習をする際には、正解の例だけを見せたのでは

完全には習熟できない。必ず間違った例を提示し、それが間違い

であるということを理解させないといけない。

これは大人にも適用できる大切な法則である。人間は失敗に学

ぶのである。ここで気になるのは、日本人は失敗を嫌う傾向があ

るという指摘である。失敗は愉快なことではない。しかし、世の

中には正と負、表と裏、陽と陰、勝と負、成功と失敗があるのは当

たり前である。

プロジェクトが成功したあかつきには薬玉
くすだま

を割る、ダルマの目

を入れる、樽酒のふたを割るなどの儀式がいくらでもある。

これに対して失敗した時には、本来はそこ

に学習すべき事実が残っているの

に、ひっそりとしていることが

多い。ここで参考にすべ

きはスポーツの世界だ。

勝負の世界では負ける

のは不可避である。

負けても「反省会」

や「残念会」という

パーティーが開ける

のは、スポーツの世

界がまだ明るいとい

えるのではないだろ

うか。
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